














要約:本邦において長期慢性疾患としては喘息、肥満、ネフローゼ、重症心身障害児、筋

ジストロフィー症、てんかん、代謝性疾患、先天性心臓病、甲状腺機能低下症などがあり、

これらの一部は入院しながら治療を行っている。しかし長期入院は児にストレスともなり、

行動、情緒面において問題を生じることがある。問題行動は病棟の生活環境のみならず児

の育った家庭環境など入院前の状態が関わっているように思われる。今年度は小児の長期

入院に関する文献的考察を行うとともに入院患児の問題行動と入院前に育った家庭環境の

関係についての調査を行った。

文献的には海外及び成人を含め、入院は疾病の発生、季節などの自然環境、家族の状況、

住居などの家庭環境、治療法の変化と関連していた。入院を要する疾患にも変遷があり、

これらも環境整備、喫煙の減少などの周囲の生活習慣の変化、家庭の収入の増加、住居の

整備、医学管理の向上とともに入院は減少する。入院中の問題としては入院に伴う不安、

家族からの分離、病室環境、単調な生活、経験の狭小化が挙げられていた。これらの解決

法の一つとして屋外での遊びを取り入れるなどの対策がとられていた。

当院における入院患児においては生活面、食事面、精神・情緒面の多岐にわたって問題が

多かった。これらの児の家庭は離婚、家庭内不和なども多く、入院中の問題行動としては

いらだち、弱い者いじめ、人前での脱衣、泣き叫び、動作緩慢、異性への興奮などであっ

た。また、知能障害を伴うものも多く、これらの児においても他児への暴力、施設破壊、

指しゃぶり、異性に興奮しての脱衣、拾い食いなどがみられた。


